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医用画像機器工学Ⅱ （CT） ９

２１年国家試験 解答 ５
位置合せのため赤外線の照明光を眼底
に当て、赤外線カメラで撮影位置を調節
（可視光線を使うと縮瞳するため）。

視神経乳頭と黄斑部との間が画像中心に
なるように位置合わせをする。
撮影時は、瞬きをしないように伝える。

撮影時は、かなり眩しい可視光ストロボが
一瞬あたる。すぐ両眼とも縮瞳するので、
もう片方の目が散瞳し撮影できるまで １０
分ほど暗室で待つ。眼底撮影は一発勝負。

２５年国家試験 解答１ ２０年国家試験 解答 ２

２３年国家試験
解答 ４

門脈レベルにある脈管、構造物
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各区域の間にある脈管、構造物 ２１年国家試験 解答 ２

２５年国家試験 解答 ４

胆道 Bile tract

胆嚢 GB 
(gallbladder)

総肝管 CHD : 
Common hepatic duct

（正常内径 ６ｍｍ以下）

胆嚢管 CD : Cystic duct

総胆管 CBD :
Common bile duct

（正常内径 ８ｍｍ以下）

CHD + CD → CBD

膵臓 Pancreas十二指腸
Duodenum

２２年国家試験 解答 １、５

イ は 十二指腸、 ウ は 左腎静脈、
エ は 総胆管
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ナットクラッカー症候群

左腎静脈は上腸間膜動脈と腹大動脈の間を通る。
主に妊婦で、腹腔内臓器が背側に圧排されると

左腎静脈は上腸間膜動脈と腹大動脈に挟まれて
（くるみ割り器 nut-cracker に挟まれるように）

左腎静脈血流が
低下し、

左腎内血圧上昇
にて

左腎機能低下、
血尿（コーラ尿）、
左腹部痛が出現。

２３年国家試験
解答 ５

カントリーライン Ｃａｎｔｌｉｅ ｌｉｎｅ
(主葉裂溝、主葉間裂)

肝右葉と肝左葉を区切る線。
下大静脈窩と胆嚢窩を結ぶ線。
中肝静脈（ＭＨＶ）の走行と重なる。

鎌状靭帯 （鎌状間膜裂、肝鎌状間膜 ）

肝外側区と肝内側区を区切る線。
門脈の臍部 Ｕｍｂｉｌｉｃａｌ ｐｏｒｔｉｏｎ（ＵＰ）、
肝円索（胎児期の臍帯静脈の靭帯化）と重なる。

おぼえ方

クイノー（Ｃｕｉｎａｕｄ）の区域分類 Ｓ１ 尾状葉

--------静脈管索----------

Ｓ２ 後外側区

Ｓ３ 前外側区

-------ＵＰ、肝円索--------

Ｓ４ 内側区 （方形葉）

----------ＭＨＶ------------

Ｓ５ 前下区

Ｓ６ 後下区

----------ＲＨＶ------------

Ｓ７ 後上区

Ｓ８ 前上区

Ｓ１ 尾状葉は

下大静脈（ＩＶＣ）の周囲にある。
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各区域の中に門脈の枝が入る。

各区域の間に肝静脈が走行。

肝内の脈管の見分け方

門脈 （腸が食物から吸収した栄養を肝に運ぶ血管）
肝門部から各区域に枝分かれしている。
血管壁が厚く、強いエコーを示す。

肝静脈
ＩＶＣから３本の静脈が各区域の間を通り 下方へ
走行。
血管壁が薄く、壁のエコーを示さない。

肝動脈
細いため、肝門部近傍以外はエコーで見えない。

２３年国家試験 解答 ５

腎細胞癌 Renal Cell cancer  RCC
単純CTでは正常腎実質と同じCT値。造影CT
では正常腎実質より造影の少ないモザイク状
の Central low density を示す。

２１年国家試験
解答 ３

脂肪肝 Fatty liver

正常な肝実質のCT値は５０～６０。
血管（血液）より高い（血液のCT値 ４０～５０）。

脂肪肝のCT値は血液より低く ２０～３０程度。
肝実質の病理標本で脂肪蓄積を認める。

カロリーの過剰摂取によって
肝実質に脂肪が蓄積。
可逆的変化である。
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脂肪肝 Fatty liver

脂肪の微細粒子が肝細胞内に びまん性にあるため

エコー反射が強くなる（bright liver）。

腎臓のエコーと比較して判断する。（肝腎コントラスト陽性）

高度の脂肪肝 marked fatty liver

肝表面近くはbright liver。（超音波が多く反射されている）。

深部まで到達する超音波が減少し、深部は暗く見える。

２５年国家試験
解答 １

皮下脂肪腫 subcutaneous lipoma

CT値は低く、脂肪の値を示す。 超音波画像では

皮下脂肪内に辺縁平滑、楕円形、均一な高エコーを示す。

内部が低エコーの場合は、脂肪腫ではなく、リンパ腫を疑う。

悪性リンパ腫病変の内部密度は均一なので低エコー。

造影CTでは均一に良く造影される（血管が豊富な病変）。

２５年国家試験
解答 １

２２年国家試験
解答 １
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甲状軟骨 Thyroid cartilage ２１年国家試験 解答 １

副鼻腔 paranasal sinuses ２４年国家試験 解答 ４

正中構造に注目。

腰椎の椎弓根に注目すると、最も背側は イ
腰椎は前湾曲している ア
腰椎の正面側には大動脈と下大静脈 ウ
腸管は大動脈よりも正面側にある オ

２４年国家試験 解答 ５

クモ膜下出血のCT 脳脊髄液のCT値が血液の値に上昇。
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クモ膜下出血 Subarachnoid hemorrhage SAH

大脳動脈、脳脊髄液は、クモ膜と軟膜の間に存在。

多くは脳動脈瘤の破裂（約80%）、その他に頭部外傷、
脳腫瘍、脳動静脈奇形や脳動脈解離の破裂。

喫煙、高血圧、飲酒、隔世遺伝

硬膜下血腫のCT像
被膜に覆われた境界明瞭な三日月状の血腫。
急性期は血液～血腫のCT値、慢性期は脳脊髄液
CSFに洗い流され、脊髄液のCT値に下がる。

急性硬膜外血腫のCT像
外傷で中硬膜動脈や静脈洞が損傷し 硬膜と頭蓋骨
の間に生じるレンズ状の血腫。血液～血腫のCT値。

脳内出血 Cerebral  hemorrhage

主に高血圧と動脈硬化による脳動脈血管損傷。

ときに脳動静脈奇形、もやもや病、脳動脈瘤による。

２０年国家試験
解答 ３

大脳基底核 Basal ganglia

皮質（脳神経細胞）下に白質があり、その奥の細胞核集団。

線条体 （被殻 と 尾状核）、淡蒼球、黒質、視床下核 の総称。

視床や大脳皮質、小脳へ情報を送り、円滑な運動を調整。

基底核の障害 : パーキンソン病、チック（突発的な瞬動や発声）。

周囲の大脳辺縁系（海馬、扁桃体）は、記憶や自律神経を調整。
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２２年国家試験
解答 ５

２１年国家試験
解答 ５

２２年国家試験
解答 ３

２３年国家試験
解答 １

大動脈解離 Aortic dissection

大動脈壁は内膜、中膜、外膜の三層構造。
内膜の傷みで中膜が解離し剥がれた状態。
本来の動脈内真腔と解離した偽腔の間に血行
があり偽腔が瘤状に膨らむと解離性大動脈瘤
になる。発症時に胸部や背部に激痛を生じる。

２０年国家試験
解答 ４
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